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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＣカードを所定位置に挿入可能とされ、指定されたウェブサイトからのデータのダウ
ンロード要求を行うことが可能な移動機であって、新規のＩＣカードが前記所定位置に挿
入された際に、当該新規のＩＣカードに対しユニークな識別番号が割り振られ、当該移動
機と当該新規のＩＣカードの両方に当該ユニークな識別番号の情報が保持される、当該移
動機において、
　電源投入時に、当該移動機で保持された識別番号と、挿入されているＩＣカードで保持
された識別番号とを比較し、両方の識別番号が一致すれば、前回と同じＩＣカードが挿入
されていると判断し、両方の識別番号が一致しなければ、前回とは異なるＩＣカードが挿
入されていると判断する挿入判断手段と、
　前記挿入判断手段により前回とは異なるＩＣカードが挿入されていると判断された場合
に、出力制御ルールを管理するサーバに対し、当該ＩＣカードの加入者に対応する出力制
御ルールの送信を要求する送信要求手段と、
　前記送信要求手段による要求に応じて前記サーバから送信される出力制御ルールを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された出力制御ルールを格納する格納手段と、
　前記格納手段により格納された出力制御ルールに基づいて、ダウンロードされたデータ
の出力を制御する出力制御手段と、
　を備えた移動機。
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【請求項２】
　前記送信要求手段は、
　前記ＩＣカード内に格納された、受信すべき出力制御ルールの識別情報を前記サーバに
送信することで、当該受信すべき出力制御ルールの送信を要求する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動機。
【請求項３】
　前記送信要求手段は、
　加入者ごとの出力制御ルールを管理する前記サーバに、前記ＩＣカード内に格納された
加入者識別情報を送信することで、当該加入者用の出力制御ルールの送信を要求する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動機。
【請求項４】
　ＩＣカードを所定位置に挿入可能とされ、指定されたウェブサイトからのデータのダウ
ンロード要求を行うことが可能な移動機であって、新規のＩＣカードが前記所定位置に挿
入された際に、当該新規のＩＣカードに対しユニークな識別番号が割り振られ、当該移動
機と当該新規のＩＣカードの両方に当該ユニークな識別番号の情報が保持される、当該移
動機にて実行される出力制御方法であって、
　電源投入時に、当該移動機で保持された識別番号と、挿入されているＩＣカードで保持
された識別番号とを比較し、両方の識別番号が一致すれば、前回と同じＩＣカードが挿入
されていると判断し、両方の識別番号が一致しなければ、前回とは異なるＩＣカードが挿
入されていると判断する挿入判断工程と、
　前記挿入判断工程にて前回とは異なるＩＣカードが挿入されていると判断された場合に
、出力制御ルールを管理するサーバに対し、当該ＩＣカードの加入者に対応する出力制御
ルールの送信を要求する送信要求工程と、
　前記要求に応じて前記サーバから送信される出力制御ルールを受信する受信工程と、
　受信された出力制御ルールを格納する格納工程と、
　格納された出力制御ルールに基づいて、ダウンロードされたデータの出力を制御する出
力制御工程と、
　を有する移動機における出力制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣカード（ＵＩＭ（User Identity Module）カードやＳＩＭ（Subscriber
 Identity Module）カード等）を所定位置に挿入可能とされ、指定されたウェブサイトか
らのデータのダウンロード要求を行うことが可能な移動機、及び当該移動機における出力
制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、インターネットにおいて閲覧可能なコンテンツには、公序良俗に反する内容であ
るものが少なくない。そのような内容の表示を制御する方法としてＷ３Ｃ（ワールドワイ
ドウェブコンソーシアム）のthe Platform for Internet Content Selectionによる方法
がある。例えば、コンテンツ作成者が、図１１の表で示される有害レベルに基づいて、作
成したコンテンツに対し有害レベル情報を設定する方法である。その具体的設定方法とし
ては、例えば、各ウェブページに“PICS-Label”等のラベルを定義し設定するもの等があ
る。
【０００３】
　これらのレイティング技術はＷ３Ｃ等の国際標準化団体で規定されており、世界標準と
して採用されている。即ち、レイティング技術におけるフィルタリング基準は標準的に規
定されており、パーソナルコンピュータのブラウザ機能やサーバ側の処理によってフィル
タリングが行われている。
【０００４】
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　また、例えば、アクセスしてはいけないウェブサイトのＵＲＬアドレスをまとめたブラ
ックリストや、アクセス許可されるウェブサイトのＵＲＬアドレスのみをまとめたホワイ
トリストによる、ウェブサイトからのアクセス制御も実行されている。このようなアクセ
ス制御リストに基づくアクセス制御処理は、主にサーバ側で実行されている（例えば、下
記の特許文献１参照）。
【０００５】
　一方、移動機（携帯電話等）の加入者数は現在、非常に多いため、サーバ側で加入者毎
のアクセス制御リストの内容を管理し、個々の加入者に応じたアクセス制御を実行する場
合、サーバ側の処理負荷及び管理の手間が増大するという課題があった。また、接続した
先のサーバが上記のようなアクセス制御に対応していない場合は、適正なアクセス制御を
実行できないという課題もあった。
【０００６】
　そこで、移動機側での対応として、上記のブラックリストと同様の出力制御用データを
保持し、当該出力制御用データにて出力禁止とされた有害なコンテンツの画面表示及び音
声出力を禁止するコンテンツ出力制御が考えられる。
【特許文献１】特開２００３－５０７５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、近年、加入者情報等を保持したＵＩＭカードを移動機の所定位置に挿入
することで、その加入者により当該移動機を使用可能とする技術が普及しつつある。この
技術では、ある移動機を使用していた加入者であっても、自分のＵＩＭカードを別の移動
機に挿入するだけで、当該別の移動機を使用可能となる。このため、所定の出力制御用デ
ータによるコンテンツ出力制御の下で移動機を使用していた加入者が、当該出力制御用デ
ータが保持されていない別の移動機を使用することで、有害なコンテンツの画面表示や音
声出力を自由に実行できてしまう、という課題がある。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するために成されたものであり、使用する移動機とＵＩＭカ
ードとの組合せを変更しても、加入者に応じた適正なコンテンツ出力制御を行うことがで
きる移動機及び移動機における出力制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る移動機は、ＩＣカードを所定位置に挿入可
能とされ、指定されたウェブサイトからのデータのダウンロード要求を行うことが可能な
移動機であって、新規のＩＣカードが前記所定位置に挿入された際に、当該新規のＩＣカ
ードに対しユニークな識別番号が割り振られ、当該移動機と当該新規のＩＣカードの両方
に当該ユニークな識別番号の情報が保持される、当該移動機において、電源投入時に、当
該移動機で保持された識別番号と、挿入されているＩＣカードで保持された識別番号とを
比較し、両方の識別番号が一致すれば、前回と同じＩＣカードが挿入されていると判断し
、両方の識別番号が一致しなければ、前回とは異なるＩＣカードが挿入されていると判断
する挿入判断手段と、前記挿入判断手段により前回とは異なるＩＣカードが挿入されてい
ると判断された場合に、出力制御ルールを管理するサーバに対し、当該ＩＣカードの加入
者に対応する出力制御ルールの送信を前記サーバに要求する送信要求手段と、前記送信要
求手段による要求に応じて前記サーバから送信される出力制御ルールを受信する受信手段
と、前記受信手段により受信された出力制御ルールを格納する格納手段と、前記格納手段
により格納された出力制御ルールに基づいて、ダウンロードされたデータの出力を制御す
る出力制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係る移動機における出力制御方法は、ＩＣカードを所定位置に挿入可能
とされ、指定されたウェブサイトからのデータのダウンロード要求を行うことが可能な移
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動機であって、新規のＩＣカードが前記所定位置に挿入された際に、当該新規のＩＣカー
ドに対しユニークな識別番号が割り振られ、当該移動機と当該新規のＩＣカードの両方に
当該ユニークな識別番号の情報が保持される、当該移動機にて実行される出力制御方法で
あって、電源投入時に、当該移動機で保持された識別番号と、挿入されているＩＣカード
で保持された識別番号とを比較し、両方の識別番号が一致すれば、前回と同じＩＣカード
が挿入されていると判断し、両方の識別番号が一致しなければ、前回とは異なるＩＣカー
ドが挿入されていると判断する挿入判断工程と、前記挿入判断工程にて前回とは異なるＩ
Ｃカードが挿入されていると判断された場合に、出力制御ルールを管理するサーバに対し
、当該ＩＣカードの加入者に対応する出力制御ルールの送信を前記サーバに要求する送信
要求工程と、前記要求に応じて前記サーバから送信される出力制御ルールを受信する受信
工程と、受信された出力制御ルールを格納する格納工程と、格納された出力制御ルールに
基づいて、ダウンロードされたデータの出力を制御する出力制御工程と、を有することを
特徴とする。
【００１１】
　なお、「移動機」は、携帯電話、ＰＨＳ、ＰＤＡ、通信機能を備えた携帯型パーソナル
コンピュータ等を含む概念である。上記の「ＩＣカード」は、ＳＩＭカード、ＵＩＭカー
ドを含んだ概念である。また、ここでの「出力」は、画面表示や音声出力等のデータ出力
のあらゆる態様を含んだ概念である。
【００１２】
　上記の発明では、移動機の電源投入時に、移動機で保持された識別番号と、挿入されて
いるＩＣカードで保持された識別番号とを比較し、両方の識別番号が一致すれば、前回と
同じＩＣカードが挿入されていると判断し、両方の識別番号が一致しなければ、前回とは
異なるＩＣカードが挿入されていると判断する。ここで、前回とは異なるＩＣカードが挿
入されていると判断された場合、ＩＣカードの加入者に対応する出力制御ルールの送信が
移動機からサーバに対し自動的に要求される。そして、この要求に応じてサーバから送信
されてきた出力制御ルールは、移動機により受信され格納されることとなる。その後は、
当該格納された出力制御ルールに基づいて、ダウンロードされたデータの出力が制御され
ることとなる。
【００１３】
　即ち、使用する移動機とＩＣカードとの組合せを変更した場合（即ち、１つのＩＣカー
ドを挿入する移動機を換えた場合と、１つの移動機に挿入するＩＣカードを換えた場合の
両方を含む）においても、現時点で使用中の移動機に挿入されているＩＣカードの加入者
に応じた出力制御ルールが、当該移動機により受信され格納される。そして、当該移動機
では、当該ＩＣカードの加入者に応じた出力制御ルールに基づいて、ダウンロードされた
データの出力が制御される。従って、使用する移動機とＩＣカードとの組合せを変更した
場合でも、加入者に応じた適正なデータ出力制御を行うことができる。
【００１５】
　なお、上記の送信要求手段は、以下のような態様を採用することができる。即ち、送信
要求手段は、ＩＣカード内に格納された、受信すべき出力制御ルールの識別情報をサーバ
に送信することで、当該受信すべき出力制御ルールの送信を要求する構成とすることが望
ましい。また、送信要求手段は、加入者ごとの出力制御ルールを管理するサーバに、ＩＣ
カード内に格納された加入者識別情報を送信することで、当該加入者用の出力制御ルール
の送信を要求する構成とすることが望ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、使用する移動機とＩＣカードとの組合せを変更した場合でも、現時点
で使用中の移動機に挿入されているＩＣカードの加入者に応じた出力制御ルールが当該移
動機により受信され格納され、当該ＩＣカードの加入者に応じた出力制御ルールに基づい
て、ダウンロードされたデータの出力が制御されるため、加入者に応じた適正なデータ出
力制御を行うことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明に係る移動機及び移動機における出力制御方法に関する各種の実施形態を
説明する。以下の第１実施形態ではＵＩＭカードが加入者用ルールＩＤ情報を保持する場
合の実施形態を説明し、第２実施形態ではルール管理サーバが各加入者毎の加入者用ルー
ルＩＤ情報を保持する場合の実施形態を説明する。
【００１８】
　［第１実施形態］
　図１は、移動機１０の構成を示す機能ブロック図である。この図１に示すように、移動
機１０はＵＩＭカード２０を所定位置に挿入可能とされている。この移動機１０は、電源
投入時のＵＩＭカード２０の活性化（ＵＩＭカード２０の挿入があったか否かの判断を含
む）等の初期化処理を行う初期化処理部１１と、外部との通信を制御する通信制御部１３
と、受信された加入者用ルール情報を格納するルール格納部１４と、受信されたコンテン
ツデータを格納するコンテンツ格納部１５と、さまざまなコンテンツデータやユーザ（加
入者）向けのメッセージ等を表示する表示部１７と、さまざまな音声コンテンツデータ等
を音声出力する音声出力部１８と、加入者用ルールに応じてコンテンツデータの出力（表
示及び音声出力）を制御する出力制御部１６とを含んで構成される。なお、上記の「コン
テンツデータ」は、映像コンテンツ、音楽コンテンツなどの所謂コンテンツデータはもち
ろん、ウェブサイトへのアクセス時にウェブサイトから送信されてくるさまざまなデータ
（画面データ、音声データ、文字記号等のデータ（例えば電子メールの文書データ）など
）を含む広い概念である。
【００１９】
　ＵＩＭカード２０には、当該ＵＩＭカード２０を所持する加入者用に予め定められた、
コンテンツ出力に関する制限ルール（以下「加入者用ルール」という。）のカテゴリー（
例えばヌード、暴力等）を特定するための加入者用ルールＩＤ２１が予め格納されている
。この加入者用ルールＩＤ２１の格納例は図３に示されている。例えば、図３（ａ）に示
すように加入者Ａ用ＵＩＭカード２０Ａには、加入者Ａ用のルールＩＤとしてＩＤ＝１、
ＩＤ＝２が格納されている。図２を用いて後述するが、ＩＤ＝１はヌードのカテゴリーを
示し、ＩＤ＝２は暴力のカテゴリーを示す。また、図３（ｂ）に示すように加入者Ｂ用Ｕ
ＩＭカード２０Ｂには、加入者Ｂ用のルールＩＤとしてＩＤ＝４（例えば金融のカテゴリ
ーを示す）、ＩＤ＝５（例えば広告のカテゴリーを示す）が格納されている。
【００２０】
　初期化処理部１１は、ＵＩＭカード２０の挿入が有ったと判断した場合、「移動機１０
に改めて加入者用ルールをダウンロードし格納すべきこと」を示すルール適用フラグＦを
セットする（詳細は後述する）。
【００２１】
　通信制御部１３は、送信要求部１３Ａと受信部１３Ｂを含んで構成される。このうち送
信要求部１３Ａは、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロード要求をコンテン
ツサーバ４０に送信する機能、及びルール適用フラグＦがセットされていることを検知し
た場合にＵＩＭカード２０から加入者用ルールＩＤ２１を読み取り、当該加入者用ルール
ＩＤ２１に対応する加入者用ルールの送信要求を当該加入者用ルールＩＤ２１とともにル
ール管理サーバ３０に送信する機能を持つ。受信部１３Ｂは、コンテンツデータをコンテ
ンツサーバ４０から受信する機能、及び加入者用ルールをルール管理サーバ３０から受信
する機能を持つ。
【００２２】
　なお、コンテンツサーバ４０は、コンテンツデータを格納したコンテンツＤＢ４１を備
え、ルール管理サーバ３０は、加入者用ルール情報を格納したルールＤＢ３１を備えてい
る。このルールＤＢ３１には、例えば、図２に示すように、ルールＩＤ＝１として、ヌー
ドに関するコンテンツデータの出力を禁止する旨のルール情報が格納されている。具体的
には、ヌードに関するコンテンツデータであることを検知するための「キーワード」情報
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（例えば裸体、全裸、裸など）及び出力を禁止するウェブサイトのアドレスを列挙した「
ブラックリスト」情報が格納されている。同様に、ルールＩＤ＝２として、暴力に関する
コンテンツデータの出力を禁止する旨のルール情報が格納されている。また、図示はして
いないが、ルールＤＢ３１には、ルールＩＤ＝３として掲示板に関するコンテンツデータ
の出力を禁止する旨のルール情報、ルールＩＤ＝４として金融に関するコンテンツデータ
の出力を禁止する旨のルール情報、ルールＩＤ＝５として広告に関するコンテンツデータ
の出力を禁止する旨のルール情報などを格納することができる。
【００２３】
　以下、図４及び図５の流れ図に沿って、第１実施形態の具体的な処理内容を説明する。
図４（ａ）には移動機１０において電源オン直後に実行される処理を示し、図４（ｂ）に
は移動機１０においてウェブサイトからのダウンロード要求を行った際に実行される処理
を示す。図５には、ルール管理サーバ３０において、加入者用ルールＩＤを移動機１０か
ら受信した際に実行される処理を示す。
【００２４】
　移動機１０において電源オンされると、図４（ａ）の処理が実行開始される。まず、初
期化処理部１１はＵＩＭカード２０の活性化処理を行い、この中で、前回とは異なるＵＩ
Ｍカード２０の挿入があったか否かを判断する（Ｓ０１）。即ち、上記の初期化処理では
、新規のＵＩＭカード２０を移動機１０に挿入した際、当該新規のＵＩＭカード２０に対
しユニークな識別番号が割り振られ、移動機１０側とＵＩＭカード２０側の両方に当該ユ
ニークな識別番号の情報が保持されることとなるが、初期化処理の冒頭に、移動機１０側
で保持された識別番号と、挿入されているＵＩＭカード２０側で保持された識別番号とが
比較される。ここで両方の識別番号が一致すれば、ＵＩＭカード２０の挿入は無かったも
のと判断され、両方の識別番号が一致しなければ、ＵＩＭカード２０の挿入が有ったもの
と判断される。
【００２５】
　なお、両方の識別番号が不一致の場合は、次回の活性化処理のため、上記のように当該
ＵＩＭカード２０に対しユニークな識別番号が新たに割り振られ、移動機１０側とＵＩＭ
カード２０側の両方に当該ユニークな識別番号の情報が改めて保持されることとなる。ま
た、ルール適用フラグＦは、移動機１０の電源オン直後に「０」にリセットされる。
【００２６】
　上記のようにして、初期化処理部１１は、ＵＩＭカード２０の挿入が有ったと判断する
と（Ｓ０１で肯定判断）、「移動機１０に改めて加入者用ルールをダウンロードし格納す
べきこと」を示すルール適用フラグＦを「１」にセットする（Ｓ０２）。一方、ＵＩＭカ
ード２０の挿入が無かったと判断された場合（Ｓ０１で否定判断の場合）は、ルール適用
フラグＦのセットは行われない。
【００２７】
　その後、移動機１０の初期化処理が初期化処理部１１により行われた（Ｓ０３）後、送
信要求部１３Ａは、ルール適用フラグＦが「１」にセットされているか否かを判断する（
Ｓ０４）。ここで、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていなければ、図４（ａ）
の処理を終了するが、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていれば、送信要求部１
３Ａは、ＵＩＭカード２０に格納された加入者用ルールＩＤ２１をルール管理サーバ３０
に通知することで、当該加入者用ルールのダウンロードを要求する（Ｓ０５）。このとき
移動機１０の表示部１７の表示内容は、図６（ａ）の初期画面から、図６（ｂ）のような
加入者用ルールをダウンロードすることを通知する画面に変わる。
【００２８】
　ルール管理サーバ３０は、上記の加入者用ルールＩＤ２１を受信すると、図５の処理を
開始する。まず、ルール管理サーバ３０は、受信した加入者用ルールＩＤ２１に対応した
加入者用ルールをルールＤＢ３１から検索し（Ｓ２１）、検索で得られた加入者用ルール
を移動機１０へ配信する（Ｓ２２）。
【００２９】
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　図４（ａ）のＳ０６では、受信部１３Ｂは、上記の図５の処理により配信されてきた加
入者用ルールの受信（ダウンロード）を行い、受信した加入者用ルール情報はルール格納
部１４に格納される。そして、受信部１３Ｂは、Ｓ０６での加入者用ルールのダウンロー
ドが正常終了したか否かを判断し（Ｓ０７）、ダウンロードが正常終了していれば、ルー
ル適用フラグＦを「０」にリセットして（Ｓ０８）、処理を終了する。このとき移動機１
０の表示部１７には、図６（ｃ）のような加入者用ルールの更新完了を通知する画面が表
示される。
【００３０】
　一方、Ｓ０７で、無線通信圏外に位置していた場合や通信エラーが発生した場合などの
ダウンロードが正常終了しなかった場合は、ルール適用フラグＦのリセットは行わずに、
処理を終了する。この場合は、ルール適用フラグＦは「１」にセットされたままとなる。
【００３１】
　その後、ユーザが移動機１０を使用してウェブサイトへアクセスし、ウェブサイトに対
しコンテンツデータのダウンロード要求を行うと、図４（ｂ）の処理が実行開始される。
なお、ここでの「コンテンツデータのダウンロード要求」は、映像コンテンツや音楽コン
テンツなどの所謂コンテンツデータのダウンロード要求を含むとともに、新たなウェブサ
イトへのアクセス要求（新たなウェブサイトの画面データ・文字データの要求に相当）な
どを含む広い概念である。
【００３２】
　まず、送信要求部１３Ａは、ルール適用フラグＦが「１」にセットされているか否かを
判断する（Ｓ１１）。ここで、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていなければ、
Ｓ１６へジャンプし、受信部１３Ｂはウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロー
ドを行って、処理を終了する。なお、ダウンロードされたコンテンツデータはコンテンツ
格納部１５に格納される。
【００３３】
　一方、Ｓ１１でルール適用フラグＦが「１」にセットされていると判断されれば、送信
要求部１３Ａは、ＵＩＭカード２０に格納された加入者用ルールＩＤ２１をルール管理サ
ーバ３０に通知することで、当該加入者用ルールのダウンロードを要求する（Ｓ１２）。
【００３４】
　そして、ルール管理サーバ３０は、加入者用ルールＩＤ２１を受信すると、前述した図
５の処理を実行することで、当該加入者用ルールＩＤ２１に対応した加入者用ルールをル
ールＤＢ３１から検索し（Ｓ２１）、検索で得られた加入者用ルールを移動機１０へ配信
する（Ｓ２２）。
【００３５】
　図４（ｂ）のＳ１３では、受信部１３Ｂは、ルール管理サーバ３０から配信されてきた
加入者用ルールの受信（ダウンロード）を行う。そして、受信部１３Ｂは、Ｓ１３での加
入者用ルールのダウンロードが正常終了したか否かを判断し（Ｓ１４）、ダウンロードが
正常終了していれば、受信部１３Ｂは、ルール適用フラグＦを「０」にリセットし（Ｓ１
５）、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードを行って（Ｓ１６）、処理を
終了する。なお、ダウンロードされたコンテンツデータはコンテンツ格納部１５に格納さ
れる。
【００３６】
　一方、Ｓ１４でダウンロードが正常終了していなければ、ルール適用フラグＦのリセッ
トは行わず、また、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードも行わずに、処
理を終了する。この場合は、ルール適用フラグＦは「１」にセットされたままとなる。ま
た、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードが行われないため、ユーザは、
移動機１０を使用して、再度ウェブサイトに対しコンテンツデータのダウンロード要求を
行う。これにより、図４（ｂ）の処理が再度実行され、ルール管理サーバ３０からの加入
者用ルールの受信（ダウンロード）が行われることとなる。
【００３７】
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　以上のようにして、移動機１０の電源オン直後、又はウェブサイトに対しコンテンツデ
ータのダウンロード要求がされたときに、即ち、コンテンツの出力が行われる前に、その
加入者に対し予め定められた加入者用ルールの情報が、移動機１０に自動的にダウンロー
ドされルール格納部１４に格納される。これにより、移動機１０のユーザが所望のコンテ
ンツの表示を指示した場合、出力制御部１６は、上記の加入者用ルールに応じたコンテン
ツの表示制御を行う。例えば、図２のＩＤ＝１のヌードに関する加入者用ルールのブラッ
クリストに記載されたウェブサイトからダウンロードされたコンテンツデータは、表示部
１７への表示を禁止するなどの表示制御が行われる。また、音声出力部１８からの音声コ
ンテンツの出力についても同様に、加入者用ルールに応じた音声コンテンツの出力制御が
行われる。
【００３８】
　これにより、移動機１０とＵＩＭカード２０との組合せを変更した場合（即ち、１つの
ＵＩＭカード２０に対し挿入先の移動機１０を換えた場合や、１つの移動機１０に対し挿
入されるＵＩＭカード２０を換えた場合）でも、現時点で使用中の移動機１０に挿入され
たＵＩＭカード２０に応じた加入者用ルール情報が当該移動機１０により自動的に受信さ
れ格納され、当該加入者用ルールに応じたコンテンツデータの出力制御が行われるため、
加入者に応じた適正なコンテンツデータ出力制御を行うことができる。
【００３９】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態として、ルール管理サーバ３０が各加入者毎の加入者用ルールＩＤ
情報を保持する場合の実施形態を説明する。
【００４０】
　図７は、移動機１０の構成を示す機能ブロック図であり、前述した第１実施形態の移動
機１０（図１）とほぼ同様の構成である。ここでは、重複説明を避けるため、第１実施形
態の移動機１０（図１）と異なる点のみを説明する。
【００４１】
　移動機１０に挿入されるＵＩＭカード２０は、図１の加入者用ルールＩＤ２１を保持し
ておらず、代わりに、ルール管理サーバ３０が、各加入者毎の加入者用ルールＩＤ情報を
、図８に示す加入者用ルールＩＤ対応表３２により保持している。
【００４２】
　例えば、図８に示す加入者用ルールＩＤ対応表３２には、加入者Ａ用のルールＩＤとし
て「１」、「２」が格納されている。ルール管理サーバ３０が備えたルールＤＢ３１は、
前述した図２と同様であり、ＩＤ＝１はヌードのカテゴリーを示し、ＩＤ＝２は暴力のカ
テゴリーを示す。このため、加入者Ａ用のルールとしては、ヌードのカテゴリーのコンテ
ンツデータ及び暴力のカテゴリーのコンテンツデータの出力を禁止することが規定されて
いる。同様に、加入者用ルールＩＤ対応表３２には、加入者Ｂ用のルールＩＤとして「４
（例えば金融のカテゴリーを示す）」、「５（例えば広告のカテゴリーを示す）」が格納
されているため、加入者Ｂ用のルールとしては、金融のカテゴリーのコンテンツデータ及
び広告のカテゴリーのコンテンツデータの出力を禁止することが規定されている。
【００４３】
　以下、図９及び図１０の流れ図に沿って、第２実施形態の具体的な処理内容を説明する
。図９（ａ）には移動機１０において電源オン直後に実行される処理を示し、図９（ｂ）
には移動機１０においてウェブサイトからのダウンロード要求を行った際に実行される処
理を示す。図１０には、ルール管理サーバ３０において、加入者用ルールのダウンロード
要求を移動機１０から受信した際に実行される処理を示す。
【００４４】
　移動機１０において電源オンされると、図９（ａ）の処理が実行開始される。まず、初
期化処理部１１はＵＩＭカード２０の活性化処理を行い、この中で、前回とは異なるＵＩ
Ｍカード２０の挿入があったか否かを判断する（Ｓ３１）。即ち、第１実施形態と同様に
、移動機１０側で保持された識別番号と、挿入されているＵＩＭカード２０側で保持され
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た識別番号とが比較され、両方の識別番号が一致すれば、ＵＩＭカード２０の挿入は無か
ったものと判断され、両方の識別番号が一致しなければ、ＵＩＭカード２０の挿入が有っ
たものと判断される。
【００４５】
　なお、両方の識別番号が不一致の場合は、次回の活性化処理のため、上記のように当該
ＵＩＭカード２０に対しユニークな識別番号が新たに割り振られ、移動機１０側とＵＩＭ
カード２０側の両方に当該ユニークな識別番号の情報が改めて保持されることとなる。ま
た、ルール適用フラグＦは、移動機１０の電源オン直後に「０」にリセットされる。
【００４６】
　上記のようにして、初期化処理部１１は、ＵＩＭカード２０の挿入が有ったと判断する
と（Ｓ３１で肯定判断）、「移動機１０に改めて加入者用ルールをダウンロードし格納す
べきこと」を示すルール適用フラグＦを「１」にセットする（Ｓ３２）。一方、ＵＩＭカ
ード２０の挿入が無かったと判断された場合（Ｓ３１で否定判断の場合）は、ルール適用
フラグＦのセットは行われない。
【００４７】
　その後、移動機１０の初期化処理が初期化処理部１１により行われた（Ｓ３３）後、送
信要求部１３Ａは、ルール適用フラグＦが「１」にセットされているか否かを判断する（
Ｓ３４）。ここで、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていなければ、図９（ａ）
の処理を終了するが、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていれば、送信要求部１
３Ａは、加入者用ルールのダウンロード要求を加入者番号情報とともにルール管理サーバ
３０に送信する（Ｓ３５）。このとき移動機１０の表示部１７の表示内容は、図６（ａ）
の初期画面から、図６（ｂ）のような加入者用ルールをダウンロードすることを通知する
画面に変わる。
【００４８】
　ルール管理サーバ３０は、上記の加入者用ルールのダウンロード要求及び加入者番号情
報を受信すると、図１０の処理を開始する。まず、ルール管理サーバ３０は、受信した加
入者番号情報に対応した加入者用ルールＩＤを加入者用ルールＩＤ対応表３２から検索し
（Ｓ５１）、検索で得られた加入者用ルールＩＤに対応した加入者用ルールをルールＤＢ
３１から検索し（Ｓ５２）、検索で得られた加入者用ルールを移動機１０へ配信する（Ｓ
５３）。
【００４９】
　図９（ａ）のＳ３６では、受信部１３Ｂは、上記の図１０の処理により配信されてきた
加入者用ルールの受信（ダウンロード）を行い、受信した加入者用ルール情報はルール格
納部１４に格納される。そして、受信部１３Ｂは、Ｓ３６での加入者用ルールのダウンロ
ードが正常終了したか否かを判断し（Ｓ３７）、ダウンロードが正常終了していれば、ル
ール適用フラグＦを「０」にリセットして（Ｓ３８）、処理を終了する。このとき移動機
１０の表示部１７には、図６（ｃ）のような加入者用ルールの更新完了を通知する画面が
表示される。
【００５０】
　一方、Ｓ３７で、無線通信圏外に位置していた場合や通信エラーが発生した場合などの
ダウンロードが正常終了しなかった場合は、ルール適用フラグＦのリセットは行わずに、
処理を終了する。この場合は、ルール適用フラグＦは「１」にセットされたままとなる。
【００５１】
　その後、ユーザが移動機１０を使用してウェブサイトへアクセスし、ウェブサイトに対
しコンテンツデータのダウンロード要求を行うと、図９（ｂ）の処理が実行開始される。
なお、ここでの「コンテンツデータのダウンロード要求」は、映像コンテンツや音楽コン
テンツなどの所謂コンテンツデータのダウンロード要求を含むとともに、新たなウェブサ
イトへのアクセス要求（新たなウェブサイトの画面データ・文字データの要求に相当）な
どを含む広い概念である。
【００５２】
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　まず、送信要求部１３Ａは、ルール適用フラグＦが「１」にセットされているか否かを
判断する（Ｓ４１）。ここで、ルール適用フラグＦが「１」にセットされていなければ、
Ｓ４６へジャンプし、受信部１３Ｂはウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロー
ドを行って、処理を終了する。なお、ダウンロードされたコンテンツデータはコンテンツ
格納部１５に格納される。
【００５３】
　一方、Ｓ４１でルール適用フラグＦが「１」にセットされていると判断されれば、送信
要求部１３Ａは、加入者用ルールのダウンロード要求を加入者番号情報とともにルール管
理サーバ３０に送信する（Ｓ４２）。
【００５４】
　ルール管理サーバ３０は、上記の加入者用ルールのダウンロード要求及び加入者番号情
報を受信すると、前述した図１０の処理を実行することで、当該加入者番号情報に対応し
た加入者用ルールＩＤを加入者用ルールＩＤ対応表３２から検索し（Ｓ５１）、検索で得
られた加入者用ルールＩＤに対応した加入者用ルールをルールＤＢ３１から検索し（Ｓ５
２）、検索で得られた加入者用ルールを移動機１０へ配信する（Ｓ５３）。
【００５５】
　図９（ｂ）のＳ４３では、受信部１３Ｂは、ルール管理サーバ３０から配信されてきた
加入者用ルールの受信（ダウンロード）を行う。そして、受信部１３Ｂは、Ｓ４３での加
入者用ルールのダウンロードが正常終了したか否かを判断し（Ｓ４４）、ダウンロードが
正常終了していれば、受信部１３Ｂは、ルール適用フラグＦを「０」にリセットし（Ｓ４
５）、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードを行って（Ｓ４６）、処理を
終了する。なお、ダウンロードされたコンテンツデータはコンテンツ格納部１５に格納さ
れる。
【００５６】
　一方、Ｓ４４でダウンロードが正常終了していなければ、ルール適用フラグＦのリセッ
トは行わず、また、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードも行わずに、処
理を終了する。この場合は、ルール適用フラグＦは「１」にセットされたままとなる。ま
た、ウェブサイトからのコンテンツデータのダウンロードが行われないため、ユーザは、
移動機１０を使用して、再度ウェブサイトに対しコンテンツデータのダウンロード要求を
行う。これにより、図９（ｂ）の処理が再度実行され、ルール管理サーバ３０からの加入
者用ルールの受信（ダウンロード）が行われることとなる。
【００５７】
　以上のようにして、移動機１０の電源オン直後、又はウェブサイトに対しコンテンツデ
ータのダウンロード要求がされたときに、即ち、コンテンツの出力が行われる前に、その
加入者に対し予め定められた加入者用ルールの情報が、移動機１０に自動的にダウンロー
ドされルール格納部１４に格納される。これにより、移動機１０のユーザが所望のコンテ
ンツの表示を指示した場合、出力制御部１６は、上記の加入者用ルールに応じたコンテン
ツの表示制御を行う。例えば、図２のＩＤ＝１のヌードに関する加入者用ルールのブラッ
クリストに記載されたウェブサイトからダウンロードされたコンテンツデータは、表示部
１７への表示を禁止するなどの表示制御が行われる。また、音声出力部１８からの音声コ
ンテンツの出力についても同様に、加入者用ルールに応じた音声コンテンツの出力制御が
行われる。
【００５８】
　これにより、移動機１０とＵＩＭカード２０との組合せを変更した場合（即ち、１つの
ＵＩＭカード２０に対し挿入先の移動機１０を換えた場合や、１つの移動機１０に対し挿
入されるＵＩＭカード２０を換えた場合）でも、現時点で使用中の移動機１０に挿入され
たＵＩＭカード２０に応じた加入者用ルール情報が当該移動機１０により自動的に受信さ
れ格納され、当該加入者用ルールに応じたコンテンツデータの出力制御が行われるため、
加入者に応じた適正なコンテンツデータ出力制御を行うことができる。
【００５９】
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　なお、上記第１、第２実施形態では、加入者用ルールを自動的にダウンロードする例を
説明したが、加入者用ルールをダウンロードすることをユーザに確認してもよいし、未成
年者への適用のため、加入者用ルールのダウンロードが完了まで移動機１０を使用できな
いようにしてもよい。
【００６０】
　また、加入者用ルールＩＤについては、加入者ごとに予め定められた例を示したが、例
えば、加入者用ルールＩＤの移動機１０側設定画面よりユーザに選択させてもよい。第１
実施形態では、選択された加入者用ルールＩＤ情報は、移動機１０に挿入されているＵＩ
Ｍカード２０（図１）に格納される。第２実施形態では、選択された加入者用ルールＩＤ
情報は、加入者番号情報とともにルール管理サーバ３０へ送信され、加入者用ルールＩＤ
対応表３２（図７）に、加入者番号と対応付けられて格納される。また、第２実施形態で
は、移動機１０からルール管理サーバ３０の選択用ウェブサイトにアクセスし、当該サイ
トで選択された加入者用ルールＩＤ情報が、そのままルール管理サーバ３０の加入者用ル
ールＩＤ対応表３２（図７）に格納されることでも実現可能である。
【００６１】
　また、上記第１、第２実施形態では、本発明に係る「コンテンツデータ」のうち、映像
コンテンツや音楽コンテンツなどに対する出力制御を説明したが、本発明は、これら以外
のデータ、例えば電子メールの文書データに対する出力制御にも適用できることは言うま
でもない。近年では、移動機においてスパムメールを受信するケースが多いため、本発明
を利用してスパムメールの出力を制御する（フィルタリングする）効果は非常に大きいと
いえる。
【００６２】
　また、上記第１、第２実施形態では、移動機の電源投入時に、ＵＩＭカードの挿入があ
ったか否かを判断する例を説明したが、当該判断を行うことは必須ではなく、移動機の電
源投入時に毎回、出力制御ルールの送信をルール管理サーバに要求する態様を採用しても
よい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】第１実施形態における移動機の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】ルールＤＢに格納された加入者用ルール情報の一例を示す図である。
【図３】（ａ）は加入者Ａ用ＵＩＭに格納された加入者Ａ用ルールＩＤの一例を示す図で
あり、（ｂ）は加入者Ｂ用ＵＩＭに格納された加入者Ｂ用ルールＩＤの一例を示す図であ
る。
【図４】（ａ）は第１実施形態の移動機１０において電源オン直後に実行される処理を示
す流れ図であり、（ｂ）は第１実施形態の移動機１０においてダウンロード要求を行った
際に実行される処理を示す流れ図である。
【図５】第１実施形態のルール管理サーバ３０において加入者用ルールＩＤを受信した際
に実行される処理を示す流れ図である。
【図６】移動機１０の電源オン直後に実行される処理の過程での表示例を示す図であり、
（ａ）は初期の画面表示例を、（ｂ）は加入者用ルールのダウンロード開始前の画面表示
例を、（ｃ）は加入者用ルールのダウンロード完了後の画面表示例を、それぞれ示す。
【図７】第２実施形態における移動機の構成を示す機能ブロック図である。
【図８】加入者用ルールＩＤ対応表の一例を示す図である。
【図９】（ａ）は第２実施形態の移動機１０において電源オン直後に実行される処理を示
す流れ図であり、（ｂ）は第２実施形態の移動機１０においてダウンロード要求を行った
際に実行される処理を示す流れ図である。
【図１０】第２実施形態のルール管理サーバ３０において加入者用ルールＩＤを受信した
際に実行される処理を示す流れ図である。
【図１１】コンテンツの有害レベルの例を示す表である。
【符号の説明】
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【００６４】
　１０…移動機、１１…初期化処理部、１３…通信制御部、１３Ａ…送信要求部、１３Ｂ
…受信部、１４…ルール格納部、１５…コンテンツ格納部、１６…出力制御部、１７…表
示部、１８…音声出力部、２０、２０Ａ、２０Ｂ…ＵＩＭカード、３０…ルール管理サー
バ、３１…ルールＤＢ、３２…加入者用ルールＩＤ対応表、４０…コンテンツサーバ、４
１…コンテンツＤＢ、Ｆ…ルール適用フラグ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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